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第1主成分 第2主成分 第3主成分 第4主成分 第5主成分
水産･農林業
鉱業
建設業
食料品
繊維製品
パルプ･紙
化学
医療品
石油･石炭製品
ゴム製品
ガラス･土石製品
鉄鋼
非鉄金属
金属製品
機械
電気機器
輸送用機器
精密機器
その他製品
電気･ガス業
運輸･倉庫関連業
情報･通信業
卸売業
小売業
金融業
保険業
不動産業
サービス業
0.390
0.058
0.930
0.648
0.911
0.936
0.943
0.790
0.204
0.932
0.833
0.906
0.876
0.940
0.987
0.886
0.752
0.974
0.950
0.467
0.973
0.887
0.853
0.878
0.718
0.792
0.864
0.875
0.756
-0.057
-0.153
0.262
0.200
-0. 95
0.231
-0.219
0.592
0.239
0.297
0.263
0.320
0.275
0. 09
0.262
0.480
0.018
-0. 8
0.29
-0.203
-0.382
-0.442
-0.354
-0.249
-0.481
-0.353
-0.440
0.063
0.879
-0.1 56
0.343
0.031
0.050
-0.04
-0.076
-0.084
0.073
0.207
-0.032
-0.085
0.100
-0.004
-0.005
-0. 90
-0.01 2
0.223
-0.451
0.002
-0.054
-0.101
-0.
0.060
-0.1 65
0.177
-0.01 9
0.338
0.163
0.133
-0.20
0.117
-0.06
0.05
-0.34
-0.656
0.003
-0.013
-0.1 28
0.032
-0.027
0.048
0. 57
-0.128
0.086
-0.024
0.408
-0.052
0.09
-0.058
-0.097
0.103
-0.029
-0.030
0.035
0.116
-0.117
0.081
0.135
-0.234
-0. 39
0.012
0.270
-0.090
-0. 84
-0.095
0.077
-0.258
-0.069
-0.047
0.290
0.138
0.079
-0.005
-0.
-0.003
-0.029
-0.233
0.095
0.578
-0.309
-0.05
0. 02
とすると､この五つの主成分はそれぞれどのように解釈される｢成分｣なのだろうか｡
ここでまず気づくのは､第1主成分ではすべての項目がプラスとなっていること､そして､
その中で値の小さくなっているものが､鉱業､石油･石炭製品､水産･農林業ということ
で共通した性質を持ったものであることである｡つまり､この点で｢第1主成分｣は加工
型産業ないし｢加工度｣の高い産業を抽出する指標であることがわかる｡
また､続く第2主成分も非常に興味深い｡というのは､運輸･倉庫関連業以下がすべて
マイナスの値となっているなど､ ｢第一次･第二次産業｣を抽出する指標となっているように思わ
れる｡もちろん､医療品がマイナスになっているなどの｢例外｣もあるが､逆に言うとこの産業が運
輸･倉庫関連業など第三次産業と立地上極めて類似した性格を持っているということになる｡こ
うした統計分析においてコンピュータは各産業が何を作るものかは知らない｡が､にも関わら
ずこのように規則的な計算結果を出しているということの方が驚くべきである｡逆に言うと､日本
企業の立地選択が極めて規則的な行動として行われていることを示している｡
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さらに､第3主成分はもっとも大きなマイナスをつけているのが電気･ガス業､それに次ぐの
が小売りや卸売りとなっており､逆に大きなプラスの数字を示しているのが鉱業と食料品､さら
にガラス･土石製品となっている｡このようなことであるので､筆者としてはとりあえず｢素材型産業｣
と名前をつけた｡
ただし､この後の第4主成分や第5主成分はかなり解釈に迷った｡というのは､まず第4主成分
では大きなマイナスをつけているのが､医療品や石油･石炭製品､食料品と一貫性がなく､また大
きなプラスの値を示しているものも､電気･ガス業､農業､それに小売り･卸売業ということで一見規
則性がないからである｡が､筆者としてはこれを｢都市型でもなく農村型でもない｣という意味で｢都
市周辺立地｣の指標として解釈した｡ここでの分類が本来立地に関するものであるからである｡
第10表　地域別の主成分スコア
加工度　　一･二次産業　素材型産業　　都市周辺立地　　研究開発型産業
1 3.846　　　　　-4.030
.284　　　　　　2.9　3
-3.927　　　　　0.860
-8.394　　　　　　0.365
-9.626　　　　　-0.932
6.655　　　　　-0.078
-8. 90　　　　　- .032
-7.304　　　　　　0.31 1
81.1 69　　　　　-8.081
33.57　　　　　　　2. 58
4.639　　　　　　3.723
-7.829　　　　　-0.978
-3.1 22　　　　　0.282
-9.724　　　　　-0.859
5.880　　　　　　3.048
-8.310　　　　　-0.143
-9.339　　　　　-0.872
-9.267　　　　　-1.056
27.334　　　　　　3.733
-9.448　　　　　-1.01 1
-8.282　　　　　-0.797
-8.41 2　　　　　-0.373
-5.486　　　　　　0.476
-1 0.056　　　　　-0.859
-9.69　　　　　　- .099
-10.501　　　　-1.100
-7.073　　　　　-0.582
-10.501　　　　-1.100
-10.488　　　　　-1.107
-9.992　　　　　-0.41 7
-9.41 5　　　　　-1.363
0.586　　　　　　　　0.744
-0.225　　　　　　　-4.260
0.　2　　　　　　　　- .952
-1.347　　　　　　　0.542
-0.202　　　　　　　　0.4　6
5.956　　　　　　　-0.008
-0.1 38　　　　　　　-0.056
-0.999　　　　　　　1.415
-1.23　　　　　　　　-2.776
-0.328　　　　　　　　0.633
-0.379　　　　　　　1.601
-0.1 71　　　　　　-0.224
0.598　　　　　　　　0.221
-0.272　　　　　　　　0.377
.72　　　　　　　　- .856
-0.273　　　　　　　-0.377
-0.297　　　　　　　0.357
-0.286　　　　　　　　0.245
-1.386　　　　　　　0.327
1.800　　　　　　　　0.894
-0.374　　　　　　　0.482
-0.578　　　　　　　0.016
-1.448　　　　　　　0.030
-0.31 1　　　　　　　0.320
1.861　　　　　　　0.762
-0.1 21　　　　　　　0.372
- . 92　　　　　　　　.288
-0.22　　　　　　　　0.372
-0.223　　　　　　　0.371
-0.327　　　　　　　-0.295
-0.208　　　　　　　0.01 7
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そして､最後の第5主成分であるが､ここではもっとも大きなプラスの値を示しているのが金融業､
電気機器､医療品であることから､とりあえず｢研究開発型｣と命名した｡が､金融業に類似の保険
業がマイナスであったり､解釈に苦しむものもある｡むしろ､後に示す主成分スコアの値から逆に推
定してこのネーミングとしたのだと理解されても良い｡
ということで､それではこうした計算結果の上に立って､この因子負荷量で各省の五つの｢主成分
スコア｣を計算しよう｡その結果はまず第10表に示されているが､これでは諸省の特徴を見極めが
たいので､各主成分毎に値の高いものから並べなおしたものが次の第11表である｡これを見るとま
ず､ ｢加工度｣については､上海､江蘇､広東､遼寧､北京､天津､山東､漸江と実は第1表に示さ
れた各省-の進出企業数と同じ順序になっている｡この意味で､全変動の68%を説明しきるこの主
成分は｢総合指数｣とも言えるものであることがわかる｡そして､上海が81という特別に大きな数字を
示していることに注目しておこう｡
が､こうしてこの主成分で上海が大きな値を示しているということは､ ｢総合的｣にすべての産業進
出を受けている上海は特に特殊な産業の特徴を持たないという意味で､以下の4つの主成分のス
コアがすべて極端に小さくなるということを意味する｡第3主成分では最後から第4位に､第4主成
分では最後から第2位に､第2､第5主成分では最下位にランクすることになる｡ただし､面白いの
は､このように上海が第2以降の主成分スコアで下位に位置するからといって､江蘇省や漸江省､
あるいは北京がそうなるとは限らず､ある指標では上海と同じくなり､別の指標ではその逆となって
いることである｡特に､最後の｢研究開発型産業｣とのところで､一位が北京に､最下位が上海にな
っているのは特徴的である｡これはこの種の産業が上海に立地していないわけではなく､上海では
どの種類の産業も立地していること､そしてその逆の表現として北京ではこれら以外の産業の立地
の遅れていることを示している｡先の第5表で見た特徴と同じものが表現されていると見ることがで
きる｡1
最後に､本稿で繰り返し主張したポイントとしての｢上海｣と｢上海周辺地域｣との違いについて述
べておきたい｡というのは､今述べたように｢上海｣と｢江蘇･漸江｣とは時に類似の､そして時に異な
った特徴を示しているが､それ以上に面白いのは｢江蘇｣と｢漸江｣とが驚くほど同じ特徴を示してい
ることである｡特別に異業種を集中した上海に近く､かつ賃金や地代などのコストが安いこれらの地
域に近年｢一･二次産業｣や｢都市周辺立地｣の産業が集中的に進出しつつある｡こうした意味での
｢上海圏の外延的拡大｣の表れとして理解したいと考える｡
1 ｢台湾区電機電子工業同業公会｣による｢2003年中国大陸地区投資環境調査｣では｢知
識経済の発展程度｣において環潮海湾地域は長江デルタ地域を上回るとしているが､これ
は｢環勅海湾地域｣を北京のみで理解しているのではないかと思われる｡また､本稿指摘
の意味で､そうした産業部分が他の産業に比べ｢相対的｣に進んでいるという理解が正確
ではないかと筆者は考えている｡
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第11表　各主成分毎の地域別順位
加工度
研究開発型
産業
上海　81.169
江蘇　33.571
広東　27.334
遼寧　16.655
北京　13.846
天津　11.284
山東　5.880
漸江　4.639
福建　-3.122
河北　-3.927
四川　-5.486
映西　-7.073
黒龍江　-7.304
安徽　-7.829
書林　-8.190
海南　-8.282
河南　-8.310
山西　-8.394
王座　-8.412
湖南　-9.267
湖北　-9.339
新珪　-9.415
広西　-9.448
内蒙古　-9.626
雲南　-9.691
江西　-9.724
宰夏　-9.992
貴州　-10.056
青海　-10.488
チベット　ー10.501
甘粛　-10.501
江蘇　12.158
広東　　3.733
漸江　　3.723
山東　　3.048
天津　　2.913
河北　　0.860
四川　　0.476
山西　　0.365
黒龍江　　0.31 1
福建　　0.282
遼寧　-0.078
河南　-0.143
重慶　一0.373
寧夏　-0.417
映西　-0.582
海南　　-0.797
貴州　-0.859
江西　　-0.859
湖北　-0.872
内蒙古　-0.932
安徽　-0.978
広西　-I.011
吉林　-1.032
湖南　-1.056
雲南　-1.099
甘粛　-1.100
チベット　ー1.100
青海　-1.107
新蛋　-1.363
北京　-4.030
上海　　-8.081
遼寧　　5.956
雲南　1.861
広西　1.800
山東　1.721
福建　　0.598
北京　　0.586
河北　　0.112
チベット　ー0.121
吉林　-0.138
安徽　-0.171
内蒙古　-0.202
新理　-0.208
甘粛　-0.221
青海　-0.223
天津　-0.225
江西　　-0.272
河南　-0.273
湖南　-0.286
湖北　-0.297
貴州　-0.311
寧夏　-0.327
江蘇　-0.328
海南　-0.374
漸江　-0.379
重慶　-0.578
黒龍江　-0.999
映西　-1.192
上海　-1.231
山西　　-1.347
広東　-1.386
四川　　-1.448
漸江　1.601
黒龍江　1.415
映西　1.288
広西　　0.894
雲南　　0.762
北京　　0.744
江蘇　　0.633
山西　　0.542
海南　　0.482
内蒙古　　0.416
江西　　0.377
チベット　　0.372
甘粛　　0.372
青海　　0.371
湖北　　0.357
広東　　0.327
貴州　　0.320
湖南　　0.245
福建　　0.221
四川　　0.030
新亜　　0.01 7
重慶　　0.016
遼寧　-0.008
書林　-0.056
安徽　-0.224
寧夏　-0.295
河南　-0.377
山東　-1.856
河北　-1.952
上海　-2.776
天津　-4.260
北京　　3.52
広東　　3.04
山東　　0.56
天津　　0.19
重慶　　0.17
河南　　0.16
河北　　0.ll
海南　　0.10
新環　　0.06
福建　　-0.01
湖南　　-0.07
吉林　　-0.1 1
貴州　　-0.13
黒龍江　　-0.14
湖北　　-0.16
安徽　　-0.20
四川　　-0.20
チベット　　ー0.20
甘粛　　-0.20
青海　　-0.21
遼寧　　-0.25
江西　　-0.29
寧夏　　-0.34
広西　　-0.35
内蒙古　　-0.36
映西　　-0.38
山西　　-0.49
葺南　　-0.57
漸江　　-0.60
江蘇　　-1.06
上海　　-1.60
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